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船越小学校（英聰子校長・児童222人）では８月28日、前須
賀海岸で親子ふれあい学校「砂の造形大会」を開きました。
昭和40年から続く同校の伝統行事で、児童、保護者ら300人が
参加。親子で砂を寄せ集めたり海水を掛けながら固めたりし
て、アシカやイルカ、船など大小15の作品を完成させました。
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10月１日、全国一斉に国勢調査が行われます。この
調査は日本に住んでいるすべての人が対象となる国の
最も基本的な調査。大正９年から５年ごとに行われ、
今回で18回目に当たります。調査結果は国や県、町づ
くりを進めていくための基礎資料として幅広く活用さ
れます。皆さんのご協力をお願いします。

日
本
の
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
が
、
近
い
う
ち
に
減
少
す
る

も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
国
勢
調
査
は
、
こ
の
よ
う
な
人
口

の
転
換
期
に
あ
る
日
本
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
重
要
な
調
査
で
す
。

９
月
下
旬
に
調
査
員
が

調
査
票
を
配
布
し
ま
す

国
勢
調
査
は
「
統
計
法
」
と
い
う

法
律
に
基
づ
い
て
十
月
一
日
現
在
、

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の

人
（
外
国
人
も
含
む
）
が
対
象
に
な

り
ま
す
。
出
稼
ぎ
や
旅
行
、
出
張
な

ど
で
三
カ
月
以
上
、
自
宅
を
離
れ
て

い
る
人
な
ど
は
、
出
稼
ぎ
先
や
旅
行

先
で
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

九
月
下
旬
か
ら
国
勢
調
査
員
が
各

世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
布
し

ま
す
の
で
、「
調
査
票
の
記
入
の
し

か
た
」
を
よ
く
読
ん
で
調
査
票
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
十
月
上
旬
に
再

び
調
査
員
が
世
帯
を
訪
問
し
、
皆
さ

ん
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票

を
回
収
し
ま
す
。

調
査
す
る
内
容
は
、
家
族
全
員
の

氏
名
、
出
生
の
年
月
、
就
業
状
態
、

住
居
の
種
類
な
ど
、
全
部
で
十
七
項

目（
右
欄
の
と
お
り
）で
す
。
調
査
票

が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
り
不
正
確
な

回
答
だ
っ
た
り
す
る
と
、
調
査
の
目

的
で
あ
る
統
計
が
作
成
で
き
な
か
っ

た
り
精
度
の
低
い
統
計
と
な
っ
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
一
人
の
も

れ
も
な
く
正
確
な
調
査
と
な
る
よ

う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

調査する内容は17項目
国勢調査は５年ごとに大規模調査

と簡易調査が交互に行われています。
今回の調査は簡易調査の年に当たり、
前回に比べ５項目少ない17項目につ
いて調査が行われます。調査票の記
入は名前、仕事の種類を除いてマー
ク・数字記入方式です。該当する項目
の 印を黒鉛筆で塗りつぶしたり、
数字を記入したりして回答します。
高齢者や視力の弱い人のために調

査票の文字を大きくした「拡大文字
調査票」や調査票を点字に直した
「点字調査票」もあります。
◆調査事項
世帯員に関する事項…①氏名②男

女の別③出生の年月④世帯主との続
柄⑤配偶の関係⑥国籍⑦就業状態⑧
就業時間⑨所属の事業所の名称およ
び事業の種類⑩仕事の種類⑪従業上
の地位⑫従業地または通学地
世帯に関する事項…①世帯の種類

②世帯員の数③住居の種類④住宅の
床面積⑤住宅の建て方

個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す

個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
調

査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
関
係
者

が
調
査
の
結
果
を
他
人
に
も
ら
し
た

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
、
防
災
対
策
な

ど
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
生
か
さ

れ
て
い
ま
す（
豊
間
根
小
学
校
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
作
業
）

【３】

り
、
統
計
以
外
の
目
的
に
調
査
票
を

使
用
し
た
り
す
る
こ
と
は
法
律
で
固

く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
調

査
票
は
外
部
の
人
の
目
に
触
れ
な
い

よ
う
厳
重
に
保
管
さ
れ
、
集
計
後
に

は
す
べ
て
溶
か
さ
れ
て
再
生
紙
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

12
月
に
速
報
結
果
を
公
表

全
国
・
都
道
府
県
・
市
区
町
村
別

の
速
報
人
口
は
、
今
年
十
二
月
に
公

表
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
結
果
は
平
成

十
八
年
六
月
か
ら
順
次
公
表
さ
れ
、

結
果
を
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
は
都

道
府
県
・
市
区
町
村
の
統
計
担
当
課

や
図
書
館
な
ど
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、

総
務
省
統
計
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.stat.go.jp/

）
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

行
政
施
策
の
基
礎
資
料
に

国
勢
調
査
で
得
ら
れ
る
人
口
は
、

議
員
定
数
の
決
定
や
地
方
交
付
税
の

算
定
基
準
に
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

男
女
年
齢
別
人
口
、
産
業
別
人
口
、

高
齢
者
の
い
る
世
帯
な
ど
の
統
計
は
、

国
や
県
、
町
の
社
会
福
祉
、
雇
用
政

策
、
環
境
整
備
計
画
、
防
災
対
策
な

ど
の
行
政
資
料
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課
情
報

管
理
担
当
（
�
８
２
―
３
１
１
１

内
線
４
１
６
）
へ
ど
う
ぞ
。

20.5 32.6 46.9

24.5 33.0 42.5

28.0 32.1 39.9

33.6 27.3 39.0

35.9 27.3 36.8

41.2 24.2 34.4

47.1 20.9 32.0

52.5 18.5 28.9

第１次産業 第２次産業 第３次産業 就業者数

10,752人

10,300人

10,971人

11,115人

11,153人

10,970人

10,791人

10,852人

10,102人

山田町の産業（�部門）別就業者の割合

12

７

平２

60

55

50

45

40

昭35

2 4 6 8 10 12千人

0～14歳 15～64歳 65歳以上

山田町の年齢（�区分）別人口の割合

12

７

平２

60

55

50

45

40

昭35

200 40 60 80 100％

21

22

23

24

25
千
人

昭35 40 45 50 55 60 平２ ７ 12

山田町の人口と世帯数岩手県の人口

4,701
世帯

5

6

7
千
世
帯

5,231 5,628 6,184 6,516 6,686 6,701 6,833 6,835

24,154 24,193

25,052
25,321 24,602

22,925

22,019

21,214

135

140

145

千人

昭35 40 45 50 55 60 平２ ７ 12

1,448,517人

1,411,118

1,371,383

1,385,563

1,421,927

1,433,611

1,416,928

1,419,505

1,416,180

◆国勢調査で分かる町のすがた（昭和35年～平成12年）

県では、岩手県人口予想クイズを行います。
今回の国勢調査で明らかになる岩手県の総人
口を予想してください。ちなみに2000年（平成
12年）の国勢調査では1,416,180人でした。
◆応募資格 県内に住んでいる人
◆応募方法 はがきに�人口予想数�郵便番
号�住所�氏名�電話番号──を明記し、
〒020－8570（住所不要）岩手県調査統計
課内「人口予想クイズ」係へ応募してくだ
さい。応募は一人につき１回とし、重複応
募は無効とします。
※県のホームページからも応募できます。

http://www.pref.iwate.jp/~kokucho/
◆賞 クイズの正解は総務省統計局公表の速
報値（平成17年12月公表予定）とし、正解
に近い順に入賞者を決定。４等は全応募者
の中から抽選で決めます。
・１等…５万円相当の旅行券（１人）
・２等…３万円相当の旅行券（２人）
・３等…１万円相当の旅行券（３人）
・４等…千円分のＱＵＯカード（100人）

◆応募締め切り 10月10日
◆問い合わせ 岩手県総合政策室調査統計課
（�019－629－5299）へどうぞ。

23.7

20.1

15.9

12.4

10.1

8.1

6.5

5.6

5.4％35.7％

31.6

58.9％

62.8

29.2

28.1

64.3

63.8

26.2 63.7

22.9 64.7

19.2 64.9

16.7 63.2

15.1 61.2

24,966人

24.1％59.6％ 16.2％
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団体で準優勝した剣道部男子。後列左から武藤照
てる

宜
よし

（２年）、
佐々亮

りょう

（同）、貫洞翔
しょう

太
た

（同）、堀合健
けん

太
た

（３年）、前列左から佐藤
澤祥

しょう

一
いち

（２年）、佐々木和
かず

之
ゆき

（３年）、佐々木章
あき

成
のり

（２年）《敬称略》

【４】

柔道（個人戦）で準優勝

遠藤史
ふみ

哉
や

君（�年）

柔道（個人戦）で準優勝

鈴木彩
あや

花
か

さん（�年）

剣道（個人戦）で準優勝

湊 あゆみさん（�年）

柔道（個人戦）で�位

W
からむし

澤
ざわ

謙
けん

君（�年）

柔道（個人戦）で�位

伊東由
ゆ

美
み

子
こ

さん（�年）

柔道（個人戦）で�位

鈴木夕
ゆう

葵
き

さん（�年）

大
会
へ
の
出
場
を
決
め

ま
し
た
。

県
営
武
道
館
で
行
わ

れ
た
剣
道
競
技
の
団
体

で
は
、
男
子
が
初
戦
か

ら
接
戦
を
制
し

て
決
勝
へ
進
出
。

決
勝
戦
で
花
巻

中
に
敗
れ
た
も

の
の
堂
々
の
準

優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。
女
子
個

人
で
は
湊
あ
ゆ

み
さ
ん
（
三
年
）

が
準
優
勝
に
輝

い
て
い
ま
す
。

柔
道
競
技
は

県
営
武
道
館
で
行
わ
れ
、
個
人
戦
で

五
人
が
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

男
子
48
�
級
で
遠
藤
史
哉
君（
二
年
）

が
準
優
勝
。
同
60
�
級
で
1
澤
謙
君

（
三
年
）
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

女
子
52
�
級
で
は
鈴
木
彩
花
さ
ん

（
三
年
）が
準
優
勝
。同
63
�
級
で
鈴

木
夕
葵
さ
ん（
二
年
）、同
70
�
級
で

伊
東
由
美
子
（
三
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ

３
位
に
入
賞
し
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
競
技
は
遠
野
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
な
ど
で
行
わ
れ
、
山
田

中
は
初
戦
か
ら
順
当
に
勝
ち
進
み
準

決
勝
へ
進
出
。
準
決
勝
で
北
陵
中
に

Ｐ
Ｋ
戦
の
末
に
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し

た
が
堂
々
の
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

豊
間
根
中
の
佐
々
木
君
も
活
躍

陸
上
競
技
は
県
営
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
で
行
わ
れ
、
男
子
共
通
四
百

�
に
豊
間
根
中
学
校
の
佐
々
木
悠
真

君
（
三
年
）
が
出
場
。
55
秒
43
の
好

タ
イ
ム
で
３
位
に
入
賞
す
る
活
躍
が

あ
り
ま
し
た
。

東
北
大
会
で
荒
川
君
が
３
位

七
月
三
十
一
日
に
松
尾
村
営
相
撲

場
で
開
か
れ
た
東
北
中
学
校
体
育
大

会
の
相
撲
競
技
で
、
一
年
生
個
人
の

部
に
出
場
し
た
荒
川
平
君
が
見
事
３

位
に
入
賞
し
て
い
ま
す
。

陸上共通400㍍で�位

佐々木悠
ゆう

真
ま

君（�年）

団体で準優勝した相撲部。後列左から阿部貴
たか

大
ひろ

（２年）、佐々
木康

やす

之
ゆき

（１年）、前列左から荒川平
たいら

（１年）＝個人戦で優勝＝、
佐藤彰

あきら

（３年）、堀合康
こう

介
すけ

（同）＝個人戦で３位＝《敬称略》

３位に入賞したサッカー部の皆さん

県
中
総
体
で
山
中
が
大
健
闘

相
撲
と
剣
道
男
子
が
準
優
勝

対
決
。
惜
し
く
も
１
対
２
で
敗
れ
ま

し
た
が
、
堂
々
の
準
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。
個
人
一
年
の
部
に
出
場
し
た

荒
川
平
君
は
、
決
勝
リ
ー
グ
で
ほ
か

の
選
手
を
寄
せ
付
け
ず
五
戦
全
勝
で

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
個
人
三
年
の

部
で
は
堀
合
康
介
君
が
３
位
に
入
賞
。

さ
ら
に
全
国
大
会
代
表
決
定
戦
で
堀

合
君
は
、
準
決
勝
で
敗
れ
た
も
の
の

第
三
代
表
決
定
戦
で
勝
利
し
、
全
国

第
五
十
二
回
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
が
七
月
十

五
日
か
ら
十
八
日
ま
で
行

わ
れ
、
山
田
中
学
校
の
選

手
が
大
健
闘
し
ま
し
た
。

相
撲
競
技
は
県
営
武
道

館
相
撲
場
で
行
わ
れ
、
最

強
学
年
団
体
で
山
田
中
は

リ
ー
グ
戦
最
後
に
宮
野
目

中
と
優
勝
を
懸
け
て
直
接

県
中
総
体
で
山
中
が
大
健
闘

相
撲
と
剣
道
男
子
が
準
優
勝



【５】

ヨ
ッ
ト
競
技
は
八
月
五
日
か
ら
稲

毛
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
沖
で
行
わ
れ
、

女
子
Ｆ
Ｊ
級
ソ
ロ
に
出
場
し
た
宮
古

高
校
の
福
舘
京
子
（
船
越
）・
東
知

英
（
織
笠
）
組
＝
と
も
に
三
年
＝
が

準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

女
子
Ｆ
Ｊ
級
に
は
全
国
の
水
域
を

勝
ち
抜
い
て
き
た
四
十
三
艇
が
出
場
。

七
回
戦
の
得
点
で
順
位
を
競
い
ま
し

た
。
一
回
戦
の
終
盤
ま
で
六
位
だ
っ

た
福
舘
・
東
組
は
、
上
位
艇
と
違
う

コ
ー
ス
を
選
ん
だ
こ
と
が
幸
い
し
、

絶
好
の
風
を
受
け
て
一
気
に
首
位
を

奪
い
ま
し
た
。「
初
め
て
の
海
域
に

加
え
、
練
習
日
の
二
日
間
の
強
風
と

は
違
い
、
レ
ー
ス
一
、
二
回
戦
は
微

風
で
、
潮
と
風
の
特
徴
を
と
ら
え
る

の
が
難
し
か
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま

す
。
二
回
戦
で
は
ス
タ
ー
ト
違
反
で

つ
ま
ず
い
た
も
の
の
、
三
回
戦
か
ら

は
リ
ズ
ム
を
崩
す
こ
と
な
く
上
位
で

ゴ
ー
ル
。
七
回
戦
中
、
ト
ッ
プ
を
含

む
一
ケ
タ
順
位
が
五
度
と
、
安
定
し

た
レ
ー
ス
運
び
が
光
り
ま
し
た
。

一
年
生
の
県
新
人
大
会
か
ら
ペ
ア

を
組
み
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
初
レ
ー
ス

で
準
優
勝
し
た
二
人
は
「
準
優
勝
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
国
体
で
は
優

勝
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
今
日

も
練
習
に
励
み
ま
す
。

佐
藤
・
畠
山
組（

）が
５
位

ボ
ー
ト
競
技
は
八
月
四
日
か
ら
県

小
見
川
ボ
ー
ト
場
で
行
わ
れ
、
男
子

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
に
出
場
し
た
山
田
高

校
の
佐
藤
翔
吾
（
山
田
）・
畠
山
勇

生
（
豊
間
根
）
組
＝
と
も
に
三
年
＝

が
５
位
で
ゴ
ー
ル
。
昨
年
の
３
位
に

続
く
２
年
連
続
の
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
に
は
全
国
の

代
表
四
十
七
ク
ル
ー
が
出
場
。
直
線

一
千
�
の
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

と
後
半
に
強
い
ク
ル
ー
も
風
の
影
響

か
ら
逃
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
、
二
年
生
で
３
位
に
輝
い
た

二
人
の
目
標
は
全
国
制
覇
。
絶
え
ず

腰
や
ひ
ざ
に
痛
み
を
抱
え
な
が
ら
も

黙
々
と
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

二
人
は
「
と
て
も
悔
し
い
で
す
が
、

全
力
は
尽
く
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
練

習
を
重
ね
、
次
は
国
体
で
全
国
制
覇

を
目
指
し
ま
す
」
と
、
決
意
の
言
葉

を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

予
選
か
ら
順
調
に
勝

ち
進
ん
だ
佐
藤
・
畠

山
組
は
準
決
勝
で
も

好
走
し
、
決
勝
へ
進

出
。
決
勝
レ
ー
ス
で

は
ま
ず
ま
ず
の
ス
タ
ー

ト
を
切
た
も
の
の
、

中
盤
に
入
っ
て
か
ら

次
々
に
抜
か
れ
て
い

き
ま
し
た
。「
横
風

に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
」

と
レ
ー
ス
を
振
り
返

る
よ
う
に
、
も
と
も

旭日単光章
故佐 藤 久 正さん

藤
久
正
さ
ん
（
七

〇

）

＝
飯
岡
＝
に
、
死

亡
叙
勲
と
し
て
旭

日
単
光
章
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、

昭
和
六
十
二
年
に

地
域
住
民
の
代
表

と
し
て
町
議
会
議

員
に
初
当
選
。
以

来
、
平
成
十
一
年

ま
で
通
算
三
期
十
二
年
に
わ
た
り
、

町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
町
議
会
産
業
建
設
常
任

委
員
長
を
務
め
る
な
ど
、
産
業
と
生

活
環
境
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
尽
力

し
た
ほ
か
、
町
消
防
委
員
会
委
員
や

宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

な
ど
を
歴
任
。
安
全
で
快
適
な
生
活

環
境
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
生
前
の
功
績
を
た
た
え
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

六
月
十
三
日
に
逝
去
さ

れ
た
元
町
議
会
議
員
の
佐

旭日単光章

故

佐
藤
久
正
さ
ん
の
功
績
に
光

町
勢
発
展
に
大
き
く
貢
献

５位に入賞した佐藤翔
しょう

吾
ご

君（左）と畠山勇
ゆう

生
き

君
山
田高

ヨット女子
ＦＪ級ソロ
ヨット女子
ＦＪ級ソロ
ヨット女子
ＦＪ級ソロ
ヨット女子
ＦＪ級ソロ
ヨット女子
ＦＪ級ソロ
ヨット女子
ＦＪ級ソロ
ヨット女子
ＦＪ級ソロ
ヨット女子
ＦＪ級ソロ
ヨット女子
ＦＪ級ソロ
ヨット女子
ＦＪ級ソロ
ヨット女子
ＦＪ級ソロ
ヨット女子
ＦＪ級ソロ
ヨット女子
ＦＪ級ソロ
ヨット女子
ＦＪ級ソロ
ヨット女子
ＦＪ級ソロ
ヨット女子
ＦＪ級ソロ
ヨット女子
ＦＪ級ソロ

福
舘
・
東
組（

）が
準
優
勝

宮
古高

全国高校総体（インターハイ）が千葉県で行われ、
ヨット競技の女子ＦＪ級とボート競技の男子ダブルス
カルで本町選手が上位に入賞する活躍がありました。

ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル
ボート男子
ダブルスカル

準優勝に輝いた東知
ち

英
え

さん（左）と福舘京
きょう

子
こ

さん
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おがたなほちゃん
（わかば幼稚園・５歳）

私
は
先
日
、
久
し
ぶ
り
に
古
里
へ

帰
り
、
何
十
年
ぶ
り
か
で
荒
神
様
の

お
祭
に
お
参
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
曳ひ

き

船ふ
ね

、
田
の
浜
の
大
神
楽
、

湾
台
の
虎
舞
、
山
の
内
の
剣
舞
、
港

の
広
場
で
間
近
に
見
る
み
こ
し
に
感

動
し
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

久
々
の
古
里
の
祭
り
に
感
動

か
と
思
い
ま
し
た
。
職
務
と
は
い
え
、

犠
牲
者
を
出
す
よ
う
な
こ
と
だ
け
は

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
海
岸
線

を
走
行
す
る
の
は
危
険
な
の
で
、
荒

神
駐
車
場
か
ら
旧
タ
ブ
の
木
荘
に

上
っ
て
行
く
の
が
良
い
気
が
し
ま
す
。

ご
一
考
く
だ
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

西
舘
�
（
船
越
・
？
歳
）

で
流
し
た
涙
に
情
感
を
た
っ
ぷ
り
受

け
た
。
あ
の
こ
ろ
を
思
う
と
き
、
心

は
ほ
の
ぼ
の
と
す
る
。
感
動
の
レ
ン

ズ
が
曇
ら
な
い
よ
う
に
老
い
た
い
。

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
70
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

眼
病
を
わ
ず
ら
い
見
え
し
光
消
え

白
杖
突
き
て
こ
わ
ご
わ
歩
く

菊
地
孝
進
（
船
越
・
83
歳
）

中
学
と
な
り
に
し
孫
の

大
き
な
カ
バ
ン

ま
ね
し
て
背
負
う
と
思
い
き
や

あ
ま
り
の
重
さ
に
息
を
の
む

美
智
子
（
八
幡
町
・
？
歳
）

い
つ
し
か
今
年
も
般
若
心
経
を

唱
え
御
先
祖
を
弔
う
月
と
な
り

山
か
ら
聞
こ
え
る
蝉
の
声

豊
間
根
マ
ツ
（
石
峠
・
？
歳
）

湧
水
も
み
ん
な
私
用
で
朝
早
く

食
べ
物
や
飲
み
物
な
ど
が

浮
い
て
い
る

O
藤
菊
實
（
荒
川
・
77
歳
）

夕
暮
れ
時

蝉
の
声
聞
い
て
心
和
む

小
林
八
重
子
（
織
笠
・
60
歳
）

安
堵
よ
り
寂
し
さ
募
る
孫
成
長

福
士
順
子
（
八
幡
町
・
67
歳
）

一
人
ぼ
っ
ち
っ
て
思
う
の
は

君
だ
け
じ
ゃ
な
い

き
っ
と
、
誰
も
が
孤
独
を
感
じ
て
る

人
は
誰
で
も
寂
し
が
り
屋

だ
か
ら
人
は

人
が
恋
し
く
な
る
ん
だ
ね

風
の
踊
り
子
（
長
崎
・
21
歳
）

【７】 【６】

八
月
十
六
日
、
津
波
注
意
報
が
発

令
さ
れ
、
各
消
防
団
員
の
門
扉
の
閉

鎖
作
業
と
行
動
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
幸
い
に
し
て
津

波
の
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
で
ほ
っ
と
す
る
中
で
、
注
意
報
が

解
除
さ
れ
る
ま
で
一
分
団
、
二
分
団

員
の
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
が
続
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
荒
神
街
道
を
二
分
団

の
消
防
車
が
走
行
す
る
の
を
見
て

思
っ
た
の
は
、「
狼
と
少
年
」
の
話

の
よ
う
に
地
震
が
起
こ
っ
て
も
津
波

は
こ
な
い
こ
と
。
マ
ン
ネ
リ
に
な
っ

て
い
る
と
は
言
わ
な
い
が
、
情
報
を

甘
く
見
て
海
岸
線
を
走
行
中
に
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
ら
な
い

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

S
A

K
U

R
A

N
B

O

（
８
）

平
石
た
け
し（
？
）

福士結衣（８）

行
き
ま
ー
す
�（
15

）

綾
瀬
光
輝（
13

）

ポ
テ
ト
さ
ん
�（
？
）

ひ
ら
い
し
す
ず
か（
？
）

お
の
は
る
な（
６
）

パ
パ
イ
ヤ
菊
地
の
子
供
（
13
）

て
み
ま
せ
ん
か
。
く
よ
く
よ
せ
ず
胸

を
張
っ
て
前
向
き
に
生
き
よ
う
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
か
。
お
父
さ
ん
が
背
中

を
丸
め
て
歩
い
て
い
た
ら
子
供
た
ち

が
心
配
し
ま
す
よ
。
お
父
さ
ん
の
元

気
で
力
強
い
大
き
な
背
中
を
子
供
た

ち
に
見
せ
て
や
り
ま
し
ょ
う
や
。
年

配
の
方
々
は
お
寺
さ
ん
の
門
を
た
た

く
に
は
ま
だ
早
い
で
す
よ
。
人
生
こ

れ
か
ら
。
青
春
と
は
い
い
ま
せ
ん
が

�老
春
�
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
集

ま
っ
た
皆
さ
ん
と
お
話
し
た
だ
け
で

も
心
の
健
康
に
な
り
ま
す
。
お
友
達

を
誘
っ
て
明
日
か
ら
と
い
わ
ず
、
今

日
か
ら
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

小
成
宗
平
（
北
浜
町
・
60
歳
）

佐藤恵美子（11）

や
っ
ぱ
り
古
里
の
お
祭
は
い
つ
見
て

も
良
い
も
の
で
す
。
知
人
や
同
級
生

に
会
い
、
古
里
の
人
情
と
優
し
さ
に

触
れ
、
感
動
の
連
続
。
何
に
も
代
え

ら
れ
な
い
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
海

岸
の
風
景
、
特
に
海
の
色
は
美
し

か
っ
た
で
す
。
二
泊
三
日
の
滞
在
で
、

お
世
話
に
な
っ
た
親
戚
の
家
に
お
礼

を
言
う
の
も
忘
れ
そ
う
に
…
。
短
い

時
間
で
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
は
一

生
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
古
里

か
ら
感
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら

い
、
七
十
一
歳
に
な
っ
た
こ
れ
か
ら

も
横
浜
で
の
波
を
乗
り
切
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
山
田
町
の
皆
さ

ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

佐
藤
大
（
横
浜
市
・
71
歳
）

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

日
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

毎
月
届
く
「
広
報
や
ま
だ
」で
町
の
様

子
が
良
く
分
か
り
、
き
ず
な
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
八
月
一
日
号
の
表
紙

は
、
特
に
懐
か
し
い
オ
ラ
ン
ダ
島
海

水
浴
場
。
子
供
た
ち
の
生
き
生
き
と

し
た
笑
顔
に
、
何
だ
か
一
緒
に
泳
い

で
い
る
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
ふ
る

里
山
田
同
郷
の
会
も
盛
大
に
二
十
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
も

古
里
の
き
ず
な
感
じ
る
広
報

消
防
団
の
津
波
警
戒
に
思
う

穂積知聖（13）

平石凌（？）

NANA（？） 伊衛門☆（16）

Ｖ５（17）

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
東
京
は
連
日
、
三

十
度
を
超
す
猛
暑
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
古
里
山
田
の
皆
さ
ま
に
は
、

お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
二
十
年
前
に
発

足
し
た
「
ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
」

も
当
局
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、

今
年
六
月
に
二
十
周
年
記
念
大
会
を

多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
出
席
い

あ
る
風
光
明
美
な
小
さ
な
港
町
で
あ

る
と
と
も
に
、
西
洋
医
学
と
の
歴
史

的
な
つ
な
が
り
に
つ
い
て
説
明
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

日
本
の
西
洋
医
学
の
発
祥
の
地
は
長

崎
の
出
島
で
は
な
く
、
わ
が
古
里
山

田
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
皆
一

様
に
び
っ
く
り
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

は
杉
田
玄
白
の
「
蘭
学
事
始
」
の
文

中
に
明
確
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
き
、
盛
会
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
古
里
山
田
を
紹

介
す
る
と
き
に
、
リ
ア

ス
式
海
岸
の
中
央
部
に

ふる里山田同郷の会幹事長
千葉県市川市

鈴木　洋
よう

次
じ

さん（63歳）
〔中央町出身〕

「
寛
永
二
十
年
南
部
山
田
浦
へ
漂
流

あ
り
し
阿
蘭
陀
船
の
人
数
の
内
、
江

戸
へ
召
さ
れ
た
る
中
『
パ
ス
カ
ル
』

某
と
い
う
外
科
医
あ
り
」
と
紹
介
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
一
般
の
人
は
、
西

洋
医
学
は
長
崎
の
出
島
が
発
祥
の
地

で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
の
で

び
っ
く
り
さ
れ
る
と
と
も
に
、
山
田

に
対
し
て
よ
り
一
層
の
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
ま
す
。

「
海
の
十
和
田
」
と
い
わ
れ
る
山

田
湾
の
真
中
に
浮
か
ぶ
大
島
（
オ
ラ

ン
ダ
島
）
が
歴
史
的
に
重
要
な
島
で

あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
夏
に
大
島
で
海
水
で
煮
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
味
が
今
で
も
懐
か
し
く
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

山
田
町
の
方
々
の
お
陰
様
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
山
田
の

発
展
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
向
暑
の

折
り
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
を
大
切
に

過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
に
…
。

篠
原
郁
子
（
江
東
区
・
？
歳
）

体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
回
復
訓
練
室

の
管
理
人
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
、

街
を
行
き
交
う
人
た
ち
に
元
気
が
な

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
世
の
中
不

景
気
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
疲
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
少
し
肩
の
力

を
抜
い
て
、
ち
ょ
っ
と
体
を
動
か
し

心
に
残
る
遠
き
日
の
お
盆
市

今
年
の
夏
も
セ
ミ
が
思
い
き
り
鳴

い
て
い
る
の
を
聞
き
な
が
ら
、
小
さ

い
こ
ろ
母
親
た
ち
四
、
五
人
で
隣
町

の
盆
ま
ち
「
盆
市
」
に
連
れ
て
い
か

れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
山
道
は
遠

回
り
な
の
で
深
夜
に
貨
車
の
通
過
時

間
を
見
て
、
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
松
灯

り
を
た
よ
り
に
歩
い
た
。
安
渡
側
に

出
て
も
ま
だ
暗
く
、
今
で
言
う
冒
険

か
な
？
盆
ま
ち
で
は
「
か
す
ぎ
」
を

買
い
、
イ
グ
サ
の
香
り
が
お
盆
に
ふ

さ
わ
し
く
子
供
心
も
和
ま
せ
て
く
れ

た
。
十
三
歳
こ
ろ
の
送
り
盆
の
こ
と
、

海
難
供
養
の
船
っ
こ
流
し
が
海
浜
で

し
め
や
か
に
行
わ
れ
、
小
船
に
は
持

ち
寄
っ
た
手
作
り
土
産
が
積
ま
れ
た
。

吉
祥
寺
の
住
職
さ
ん
が
読
経
を
唱
え
、

私
の
母
た
ち
十
数
人
が
大
和
流
の
岩

船
和
賛
な
ど
唱
え
拝
ん
だ
。
渚
か
ら

小
船
は
炎
と
煙
が
波
に
揺
ら
れ
、
見

え
隠
れ
し
な
が
ら
沖
へ
。
海
は
鈴り

ん

の

音
と
波
の
音
…
。
遠
き
日
の
情
景
を

心
に
残
し
て
く
れ
た
住
職
さ
ん
、
明

治
生
ま
れ
の
ご
詠
歌
さ
ん
た
ち
と
渚

そ
だ
ち
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投 票 区 投　　票　　所

【８】

▽
昭
和
六
十
年
九
月
十
二
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
十
七
年
五

月
二
十
九
日
ま
で
に
転
入
届
を
し
、

引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
人

※
昭
和
六
十
年
九
月
二
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
十
七
年
六
月

一
日
ま
で
に
転
入
届
を
し
、
引
き

続
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
人
は
、
九
月
二
日
に
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
の
で
九

月
二
日
の
期
日
前
投
票
か
ら
投
票

で
き
ま
す
。

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
な
ど
で

投
票
日
に
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
・
不
在
者
投
票
の
期
間

▽
衆
議
院
議
員
総
選
挙
…
八
月
三
十

一
日
〜
九
月
十
日

▽
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
…

九
月
四
日
〜
十
日

◆
時
間
と
場
所

▽
時
間
　
午
前
八
時
半
〜
午
後
八
時

（
土
・
日
曜
日
も
同
じ
で
す
）

▽
場
所
　
役
場
二
階
特
別
会
議
室

◆
郵
便
に
よ
る
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で

障
害
の
等
級
が
一
定
以
上
の
人
、
介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状

態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
で
あ
る
人

は
郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る

人
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
交

付
さ
れ
た
郵
便
投
票
証
明
書
を
提
示

の
上
、
九
月
七
日
ま
で
に
投
票
用
紙

の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ

交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

同
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
有

効
期
限
を
確
認
し
、
期
限
切
れ
の

方
は
再
交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
開
票

即
日
開
票
で
す
。
当
日
の

午
後
八
時
か
ら
山
田
南
小
学
校
体

育
館
で
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

町
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
�
８
２
│
３
１
１
１

内
線
４
１
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

八
月
三
十
日
公
示
の
第
四
十
四
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
九

月
十
一
日
を
投
票
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国

民
審
査
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。
日
本
の
将
来
を
託
す
代
表
者
を

選
ぶ
大
事
な
選
挙
で
す
。
選
挙
公
報
や
政
見
放
送
な
ど
を
よ
く
見

て
、
棄
権
す
る
こ
と
な
く
確
か
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投票日は9月11日です

◆投票所一覧

山 田 漁 村 セ ン タ ー

山 田 町 中 央 公 民 館

北 浜 防 災 セ ン タ ー

さ く ら 幼 稚 園

関谷林業担い手センター

関口農業担い手センター

船 越 防 災 セ ン タ ー

山の内生活改善センター

船 越 漁 村 セ ン タ ー

大 浦 漁 村 セ ン タ ー

小谷鳥コミュニティセンター

織笠コミュニティ細浦ブロックセンター

織笠漁業協同組合水産倉庫

旧岩手宮古農業協同組合織笠支店

猿神農業担い手センター

田子ノ木生活改善センター

織笠コミュニティ外山ブロックセンター

山田町ふるさとセンター

大沢漁業協同組合新倉庫

豊間根生活改善センター

農 村 婦 人 の 家

田名部林業担い手センター

上 豊 間 根 青 年 会 館

荒川農業構造改善センター

馬鞍コミュニティセンター

投
票
は
３
種
類

11
日
の
投
票
は
午
後
６
時
ま
で

今
回
の
選
挙
で
は
、
衆
議
院
議
員

総
選
挙
の
小
選
挙
区
選
挙
と
比
例
代

表
選
挙
の
二
種
類
と
、
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
を
合
わ
せ
た
計
三

種
類
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

小
選
挙
区
選
挙
（
投
票
用
紙
は
白

色
）
は
候
補
者
の
名
前
を
、
比
例
代

表
選
挙
（
薄
い
黄
色
）
は
支
持
す
る

政
党
名
を
記
入
し
ま
す
。
国
民
審
査

（
薄
い
だ
い
だ
い
色
）
は
辞
め
さ
せ

た
方
が
よ
い
と
思
う
裁
判
官
の
氏
名

の
上
の
欄
に
「
×
」
を
書
き
ま
す
。

十
一
日
の
投
票
時
間
は
、
午
前
七

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。
投
票

所
は
下
表
の
町
内
二
十
五
カ
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。
投
票
に
出
掛
け
る
際

は
、
入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

今
回
、
町
内
で
投
票
で
き
る
人
は
、

次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

期
日
前
・
不
在
者

投
票
の
ご
利
用
を



8月10日朝、船越湾内の定置網に海亀が入りました。
体長は約1㍍10㌢で、重さ50～60㌔。かつては海亀が網
に入ると酒を飲ませて逃がしていましたが、今回は漁師
たちが「子供たちに見せよう」と船越漁港に持ち帰りま
した。早速、見学に訪れたわかき保育園の園児たちは、
初めて見る大きな海亀に驚きながらも、甲羅を触って大
はしゃぎ。「大漁の使者」として縁起のよい珍客の訪問を
歓迎していました。海亀は同日夕方、海に帰されました。

8月3日、豊間根マレットゴルフ愛好会主催の第6回
競技会が石峠のマレットゴルフ場（18ホール）で開かれ、
本町をはじめ久慈市などから50人が参加しました。マ
レットゴルフはゲートボールに似たスティックとボールを
使い、少ない打数でホールに入れるニュースポーツ。参加
者は青空の下、ハッスルプレーで快音を響かせていまし
た。同ゴルフ場はどなたでも利用できます。詳しくは事
務局（佐々木進�86－2462）へお問い合わせください。

山田町戦没者合同追悼式

冥福を祈り恒久平和を誓う

マレットゴルフ大会に50人

青空の下、快音を響かせる

船越湾内の定置網に海亀

園児らが「大漁の使者」を歓迎

今月の題字

太 田 可 翔ちゃん
（山田北小3年）

か さね

【９】

山田町戦没者合同追悼式が8月20日、町中央公民館大
ホールで行われ、遺族、来賓ら300人が出席しました。黙
とうの後、主催者を代表して沼崎喜一町長が「戦争の悲
劇を後世に伝え、二度と戦争を繰り返さないよう恒久平
和を願う」と式辞。続いて佐々木良一町議会議長、山i
幸男町戦没者遺族連合会長らが追悼の言葉を述べました。
この後、参列者全員が祭壇に白菊をたむけ、戦没者の冥
福を祈るとともに永遠の平和を誓い合いました。



家
族
が
何
よ
り
も
大
切
で
す

白　土　　　定
てい

さん
（境田町・98歳）

元気なばあちゃん ─ vol.
15元気なばあちゃん

【１０】

八
月
十
六
日
午
前
十
一
時
四

十
六
分
、
早
め
の
昼
食
を
済
ま

せ
盂
蘭
盆
の
祭
壇
を
片
付
け
よ

う
と
し
て
い
た
矢
先
、
大
き
な

揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
幸
い

家
の
中
で
は
こ
け
し
な
ど
一
部

の
も
の
が
倒
れ
た
だ
け
で
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
テ

レ
ビ
で
報
道
さ
れ
た
津
波
注
意

報
も
岩
手
県
内
は
対
象
に
な
ら

ず
、
そ
の
後
役
場
に
登
庁
し
て

町
内
の
被
害
状
況
を
確
認
し
た

結
果
、
一
件
の
報
告
も
な
い
と

の
こ
と
。
ま
ず
は
一
安
心
し
ま

し
た
。
多
く
の
帰
省
客
や
観
光

客
の
皆
さ
ん
が
海
水
浴
を
楽
し

ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
オ

ラ
ン
ダ
島
海
水
浴
場
で
も
高
台

に
避
難
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

気
に
な
る
の
は
、
こ
の
地
震
が
、

今
後
三
十
年
以
内
に
九
九
�
の

確
立
で
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ

て
い
る
「
宮
城
県
沖
地
震
」
な

の
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

そ
の
後
、
残
念
な
が
ら
想
定
し

て
い
る
地
震
で
は
な
い
と
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き

大
地
震
へ
の
警
戒
を
怠
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
。「
お
風
呂
に
入
り
、
皆

さ
ん
と
お
い
し
い
ご
飯
を
食
べ
、
い
ろ
ん

な
催
し
物
を
見
る
の
が
楽
し
い
ん
で
す

よ
」
と
心
待
ち
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

白
h
さ
ん
の
宝
物
は
何
で
す
か
と
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
わ
た
し
は
家
族
み
ん
な
に

大
事
に
さ
れ
て
、
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
家
族
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
ね
」
と

う
れ
し
そ
う
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ん
は
身
の
回
り
の
こ
と

は
何
で
も
自
分
で
こ
な

し
、
時
々
近
所
の
親
戚

の
家
ま
で
歩
い
て
行
く

な
ど
元
気
そ
の
も
の
。

こ
こ
五
年
く
ら
い
は
風

邪
ひ
と
つ
引
い
た
こ
と

が
な
く
、
新
聞
を
眼
鏡

を
掛
け
ず
に
読
む
な
ど

お
身
体
も
丈
夫
で
、
九

十
八
歳
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
し
っ
か
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

白
h
さ
ん
に
長
寿
と
健
康
の
秘
け
つ
を

尋
ね
る
と
、「
特
に
何
も
し
て
ま
せ
ん
ね
。

食
べ
物
は
好
き
嫌
い
無
く
、
何
で
も
い
た

だ
き
ま
す
よ
」
と
の
こ
と
。
ピ
ザ
や
肉
料

理
な
ど
も
好
ん
で
食
べ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

今
の
一
番
の
楽
し
み
は
、
週
に
一
度
の

「
こ
ん
な
に
長
生
き
す
る
な
ん
て
、

自
分
で
も
驚
い
て
ま
す
よ
」
と
白
h

定
さ
ん
。
今
年
十
一
月
に
九
十
九
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
た
め
、
八
月
十

八
日
に
家
族
や
親
戚
か
ら
白
寿
の
お

祝
い
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

明
治
三
十
八
年
生
ま
れ
の
白
h
さ

８月18日に行われた白寿を祝う会の様子

山田の魅力発信実行委員会では、今年
も山田の秋祭りに合わせて「やまだエン
タテイメントカーニバル」を開催します。
ＪＲ陸中山田駅前広場に特設ステージを
設置し、町内外の郷土芸能などの団体が
多数出演します。皆さまお誘い合わせの
上、どうぞご来場ください。
�出演団体 町内外の郷土芸能団体など
20団体を予定
�出店数 山田町商工会会員、お祭り等
出店組合員による出店約60店舗
�問い合わせ 山田の魅力発信実行委員
会（山田町商工会内�82－2515）へ。
※17日（土）正午から、岩手めんこいテレ
ビ「空飛ぶ三輪車」で同カーニバルの
模様が生中継されます。

期間　9月17日（土）、18日（日）
19日（祝）

時間　午前９時～午後９時
（１７日は午前１１時半～）

場所　JR陸中山田駅前広場
（㈱飛鳥商事社有地）

昨年の同カーニバルの様子昨年の同カーニバルの様子昨年の同カーニバルの様子昨年の同カーニバルの様子昨年の同カーニバルの様子昨年の同カーニバルの様子昨年の同カーニバルの様子昨年の同カーニバルの様子昨年の同カーニバルの様子昨年の同カーニバルの様子昨年の同カーニバルの様子昨年の同カーニバルの様子昨年の同カーニバルの様子昨年の同カーニバルの様子昨年の同カーニバルの様子昨年の同カーニバルの様子昨年の同カーニバルの様子



10日に救急フェア
皆さんのご来場を

９月９日の「救急の日」にちな
み、救急フェアが開催されます。
�日時　９月10日（土）

午前10時～正午
�場所　山田消防署
�内容　心肺蘇

そ

生法の指導、救
急車の公開、消防ポンプ車の
体験乗車、初期消火体験など
�問い合わせ　山田消防署（�
82－3139）へどうぞ。

各種保健福祉の
研修会など開講

宮古地域リハビリテーション
研修会
�日時　９月10日（土）

午後１時半～４時
�場所　シートピアなあど
�内容　講演「患者との好まし
いコミュニケーション」 講
師・植村研一さん（加藤病院
院長）
�申込先・問い合わせ　加藤病
院リハビリテーション局（�
62－3737）へどうぞ。
精神保健福祉教室
ご家族のための精神保健福祉

教室が開催されます。
�日時　第１回…９月26日（月）
午後１時15分～　第２回…10
月６日（木）午後１時～　第３
回…10月20日（木）午後１時～
第４回…11月１日（火）午前10
時半～
�場所　宮古保健所ほか
�対象　統合失調症の方がいる
ご家族15人程度で、全４回す
べて受講できる方
�申込期限　９月15日
�申込先・問い合わせ　宮古保
健所（�64－2218）へどうぞ。

まちで出会ったかわいい笑顔

老保の医療負担額
減額制度の利用を

老人医療限度額適用・標準負
担額減額認定制度は、老人保健
加入者が入院した際の１カ月当
たりの医療費負担限度額が引き
下げられる制度です。対象とな
る方は、どうぞご利用ください。
�対象　低所得Ⅱ…世帯全員が
町民税非課税の人　低所得Ⅰ
…低所得Ⅱの条件を満たし、
所得が一定の基準未満の人
�適用後の限度額
・低所得Ⅱ…入院一部負担金
24,600円、食事標準負担額１
日650円
・低所得Ⅰ…入院一部負担金
15,000円、食事標準負担額１
日300円
※制度を利用しない場合の入院
一部負担金は次のとおりです。
１割負担の方…40,200円　２
割負担の方…72,300円（医療
費の額により加算あり） 食
事標準負担額…１日780円
�持参する物　健康保険証、老
人保健受給者証
�申請先・問い合わせ　役場住
民生活課医療給付担当（内線
125）へどうぞ。

宮古で動物愛護
フェスティバル

�日時　９月25日（日）
午前９時半～正午

�場所　宮古地区合同庁舎前駐
車場（宮古市五月町）
�内容　犬猫慰霊祭、ワンワン
運動会、ポニー試乗会、動物
無料健康相談など
�申込期限　９月16日
�申込先・問い合わせ　宮古保
健所（�64－2218）へどうぞ。

【１１】

�月の町長面談日
�日時　９月21日（水）

午前10時～正午
�場所　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

行政相談あります
�日時　９月22日（木）

午前10時～正午
�場所　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。

危険物取扱者の
試験などあります

危険物取扱者試験と、同試験
に伴う準備講習会が開かれます。
危険物取扱者試験

�試験種類　甲種、乙種全類、
丙種
�試験日　11月12日（土）
�試験地　宮古市
�願書の受付期間　９月16日～
26日
�願書の請求先　山田消防署
�申込先　財団法人消防試験研
究センター岩手県支部
危険物取扱者試験準備講習

�期間　10月17日～18日
�対象　上記危険物取扱者試験
の受験予定者
�会場　宮古地区広域行政組合
消防本部（宮古市五月町）
�申込期限　10月16日
�申込先　宮古地区危険物安全
協会（カメイ㈱宮古支店内�
62－3611）
◆問い合わせ　山田消防署（�
82－3139）へどうぞ。

18日に退職校長会
主催講演会を開催

岩手県退職校長会では、講演
会を開催します。どなたでも参
加できますので、どうぞご来場
ください。
�日時　９月18日（日）

午後２時20分～
�場所　町中央公民館
�内容　講演「岩手地元学に期
待する」 講師・船越昭治さ
ん（県教育委員会教育長）
�問い合わせ　岩手県公立学校
退職校長会平成17年度研修・
親睦会山田大会実行委員会事
務局（馬場善也�82－2084）へ。

第�回山田町議会定例会
�日時　９月６日（火）開会

午前10時～
どなたでも傍聴できます。

詳しい日程などについては、
町議会事務局（�82－3114）
へお尋ねください。

�10月１日現在で全国一斉に行
われるのは○○調査？
�町勢　�県勢　�国勢

�今号の「みんなのスペース」
に投稿されたイラストは全部
で何点？
�15点　�25点　�35点

�第44回衆議院議員総選挙の投
票日は９月何日？
�４日　�11日　�18日

�今月の「一歳になりました」
に登場している赤ちゃん13人
のうち、女の子は何人？
�７人　�８人　�９人

【応募方法】 はがきに①クイ
ズの答え②住所③氏名④年齢を
明記の上、ご応募ください。全
問正解者の中から抽選で10人に
500円の図書カードをプレゼン
ト。応募は一人１通です。
【応募先】 〒028－1392（住所
記載不要）山田町役場広報クイ
ズ係
【締め切り】 ９月20日（当日消
印有効）
☆前回の正解は、①－Ａ、②－
Ｃ、③－Ｃ、④－Ｂでした。応
募者数は27通で全員が正解、抽
選の結果次の10人が当せんしま
した。
山田＝武藤由磨（16）、平石健

（？） 北浜町＝佐藤美佳子（16）
飯岡＝川村瑠南（８） 田の浜＝
佐々木るり子（45） 織笠＝湊Ω
美（？）、沼�信明（17） 豊間
根＝O々木初男（64）、伊藤有紗
（13） 神奈川県川崎市＝外木宏
明（31） 〈敬称略〉
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�出生…… 9人 �転入……25人

�死亡……23人　　�転出……29人

�人口…20,798人（今月減 18人）

男…9,984人 女…10,814人

�世帯数………………7,256世帯
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金 x 元
げん

（田の浜・俊一・男）

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�
なりました�

一
歳
に�

９月生まれ�

※敬称略・（ ）内は地区名、保護者、
性別です。

芳 賀 美
み

咲
さき

（荒川・尚徳・女）

藤 澤 優
ゆう

美
み

（織笠・一仁・女）

斉 藤 羽
う

美
み

（八幡町・友和・女）

瀬 川 璃
り

久
く

（荒川・裕子・男）

◆
夜
に
な
る
と
鹿
舞
や
虎
舞
の
練
習
を
す
る
音

が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
お

祭
り
の
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
。
今
か
ら
待
ち
遠
し

い
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
▼
先
日
、

町
消
防
団
の
分
団
対
抗
綱
引
き
大
会
に
取
材
を

兼
ね
て
出
場
し
て
き
ま
し
た
。
自
分
が
所
属
す

る
四
分
団
は
一
回
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
心

地
よ
い
汗
を
か
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

翌
日
は
背
中
と
肩
が
筋
肉
痛
。
翌
日
で
良
か
っ

た
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

◆
八
月
十
日
朝
、
船
越
湾
内
の
定
置
網
に
入
っ

た
海
亀
を
取
材
し
ま
し
た
。
間
近
で
見
る
海
亀

は
初
め
て
で
、
あ
ま
り
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
。

甲
羅
は
一
面
、
藻
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
長
い
年

月
を
生
き
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

海
亀
は
湾
内
の
網
に
よ
く
掛
か
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
一
�
を
超
え
る
も
の
は
珍
し
い
と
の
こ

と
▼
古
く
か
ら
「
大
漁
の
使
者
」
と
し
て
縁
起

も
の
と
さ
れ
て
い
る
海
亀
。
言
い
伝
え
ど
お
り
、

今
後
の
豊
漁
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

幸 和

長谷川拓
たく

人
と

（豊間根・真・男）

佐倉田悌
だい

介
すけ

（八幡町・隆志・男）

林 保 天
そら

羽
は

（飯岡・暁人・女）
鳥 居 亜

あ

洋
み

（八幡町・義光・女）

７月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 箱石萌

もえ

（小太・女）、高野愛
あい

良
ら

（博樹・
女）、村上京

きょう

哉
や

（学・男）、上野星
せ

渚
な

（郁宏・
女）
�田の浜 山�夏

なつ

姫
き

（友彦・女）
�大浦 漉磯倖

こう

涼
すけ

（秀一・男）
�織笠 佐々木亜

あ

美
み

（泉・女）
�大沢 山岸美

み

宇
う

（剛・女）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
豊間根忍（豊間根）・山�紀里子（大槌町）
田代幹（田の浜）・千代川真美（大沢）
高木信行（宮古市）・O々木美幸（豊間根）
藤原孝治（釜石市）・内竹美保子（船越）
佐藤賢一（長崎）・佐々木郁美（長崎）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 坂本和子（73）、白�正（84）、小林光
（91）、織笠ミホ（93）、山�弘司（84）、木下
登代子（79）、阿部サメ（96）、阿部穰（85）、
O藤善雄（89）
�船越 黒澤昌二（53）、昆正八（89）
�田の浜 e川キソイ（92）、O々木ヨシ（78）
�大浦 阿部峰男（68）
�織笠 東善兵衛（73）
�大沢 箱石�重（85）
�豊間根 O々木久（76）、木村太藏（70）
�石峠 岡田≈見子（45）
�荒川 長澤千代（89）

大 川 瑞
み

月
づき

（大沢・修一・女）
田代真

ま

梨
り

菜
な

（船越・一也・女）
田 代 彩

あや

華
か

（船越・富雄・女）

中 屋 絢
けん

介
すけ

（山田・佳信・男）

４日は町総合防災訓練
9月4日に町総合防災訓練

が行われます。当日は、午前
5時45分に訓練大津波警報が
発令されますので、津波避難

訓練への積極的な参加をお願
いします。また、午前6時45
分から織笠川河川敷公園で水
防訓練や倒壊家屋撤去訓練な
どが行われますので、どうぞ
ご観覧ください。


